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が低下しないこと，コギングトルクおよびトルクリプルの 6 次および 12 次の空間高調波成分が低減さ
れること，可聴域の 1 kHz～3 kHzに相当する電磁加振力が減少するため，振動加速度の総合的な値を
約 2.1 dB小さくできることを明らかにしている。 
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図２ 提案する回転子のスキュー構造 
 
第 5章では，駆動システムの最適化を図るため，PWMインバータの変調方式による時間高調波磁束
がモータの損失および振動に及ぼす影響を明らかにしている。先ず，実測により二相変調方式と三相変
調方式でモータを駆動した場合の効率および振動を評価している。さらに，実測の端子電圧を入力とし
た磁界解析に基づいて，PWM インバータの変調方式による時間高調波磁束がモータの損失および振動
に及ぼす影響を考察している。 
その結果，三相変調方式で駆動した方が PWMインバータのキャリア周波数に相当する時間高調波磁
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束が減少するため，モータの銅損および鉄損が減少することを明らかにしている。さらに，二相変調方
式と比べて，三相変調方式で駆動した方がモータ効率は高くなり，低速は最大で 0.8 ％の差が生じるこ
とを指摘している。 
また，モータの振動要因について考察した結果，二相変調方式と比べて，三相変調方式で駆動した方
が PWMインバータのキャリア周波数に相当する時間高調波磁束が減少し，モータの電磁加振力が減少
するため，振動が小さくなることを明らかにしている。 
第 6章は結言であり，本研究によって得られた成果をまとめている。 
以上より，本研究により得られた知見は，PWM インバータで駆動されるエアコン圧縮機用の集中巻
IPMモータの損失および振動の低減に寄与するものと考えられる。 
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